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目療レ財光寺小

日
向
市

ｏ
財
光
寺
小

（
三
樹
和

幸
校
長
、
４
３
７
人
）
の
５
年
生

７５
人
は
今
月
か
ら
、
セ
ネ
ガ
ル
の

児
童
と
１
年
間
に
わ
た
っ
て
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
を
交
換
す
る
取
り
組
み

を
始
め
る
。
同
国
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
同
市
出
身
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
増
田
竜
也
さ
ん
（２８
）
に
、
同

校
が
協
力
を
呼
び
掛
け
実
現
。
児

童
が
外
国
の
生
活
や
文
化
を
理
解

し
、
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
狙
う
。

交
換
先
は
同
国
北
西
部
の
リ
ン

ケ
ー
ル
県
に
あ
る
ホ
ル
ホ
ル
村
の

小
学
校
。
１
、
２
カ
月
に
１
回
、

そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
特
色
や
地
域
の

文
化
に
つ
い
て
５
分
以
内
で
紹
介

す
る
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
す
る
。
昨
年
７

月
か
ら
同
県
で
水
道
事
業
に
従
事

す
る
増
圏
さ
ん
は
、
現
地
学
校
で

撮
影
や
通
訳
を
担
う
。

９
月
中
旬
に
は
増
田
さ
ん
が

一

時
帰
国
し
、
５
年
生
の
授
業
で
講

児童にセネガルの生活や文化について説明する増田さん
(右奥 )

増
田
さ
ん
鵬
鋭
診
橋
渡
し

話
。
同
国
に
は
数
種
類
の
言
語
や

民
族
が
あ
り

「国
民
性
は
明
る
く

て
陽
気
。
ダ
ン
ス
や
情
熱
的
な
歌

が
好
き
な
人
が
多
い
」
な
ど
と
紹

介
し
た
。
黒
本
洸
志
君
（
Ｈ
）
は

「セ
ネ
ガ
ル
の
こ
と
を
も
っ
と
詳

し
く
知
っ
て
仲
良
く
な
り
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

財
光
寺
小
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の

特
命
係
を
編
成
し
て
今
月
中
に
も

第
１
弾
を
撮
影
し
、
来
年
度
の
１

学
期
末
ま
で
に
６
回
程
度
交
換
す

る
計
画
。
増
圏
さ
ん
が
来
年
任
期

を
終
え
た
後
、
８
月
に
再
び
来
校

し
、
１
年
間
の
交
流
活
動
の
ま
と

め
を
行
う
。
三
樹
校
長
は

「児
童

が
主
体
的
に
校
内
取
材
や
番
組
構

成
、
発
信
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

（小
谷
実
）
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「僕には、私にはセネガルに友がいる」プロジェクト 

～Am nanu ay warit y dukk senagal～ 

日向市立財光寺小学校 第 5 学年 

１ 目的 

  ① 2 カ年を見通した学年プロジェクトの立ち上げを通して、学年の合意形成や係の組織編成、スケジ

ュール管理、記録管理、発信等、本校の目指す基礎的汎用的能力を育成する。 

  ②  自分たちとは異質なものを文化やアイデンティティとして、受け入れることのできる人権・同和教

育上の客観的な知見を得るとともに、グルーバル資質の素地を養う。 

 ③ 紹介する姿をあるべき姿として、目標設定することにより、日常の学校生活を向上させる主体性を

養う。 

 

２ 参加者 

  ① 財光寺小学校５年生 ７５名 

  ② Abdou Ais 校長 Ayib Sylla 先生(syllayib@gmail.com) 

   セネガル kholkhol（ホルホル）村：ルーガ州リンケール県リンケール市の北東１６ｋｍ 

 

３ 交流方法（案） 

  〇 インターネット上のビデオレター形式 

     google drive を共有化し、互いに観ることができるようにする。 

     課題：継続性を考えると学校として gmail accout か Face book 登録をする必要がある。 

 

４ 交流内容 

    両方の学校で共通テーマと独自テーマで交流する。 

  ① 共通テーマ～共通テーマから、比較学習を通して、文化の比較を行い、自他理解を深める。 

   （例）家族の自慢 自分にとって一番大切なもの 将来の夢 

  ② 独自テーマ～独自のテーマから、その国ならではの文化を知り、自他理解を深める。 

    （例）学校の特色 財光寺小側：無言清掃 学習の様子 ラジオ体操 算数の問題 ICT 習字など 

 

５ プロジェクトイメージ 

月 実施内容 準備 

平成２７年９月 セネガル派遣の増田竜也氏来校 

〇自己紹介 

〇セネガルの紹介  

〇派遣を通して感じていること 

〇質問タイム 

総合的な学習の時間 

・増田氏講話聴講 

・交流内容の検討 

セネガルとつながるために  

セネガルに伝えるために 

平成２７年１０月～ ビデオレターの交換 

（１～２ヶ月に１回程度） 

ビデオレター撮影時など、必要

に応じて総合的な学習を利用す

る。 

平成２８年８月 増田竜也氏再来校 

交流から広がった学びと可能性につい

て～現場レポートを交えて～ 

総合的な学習の時間 

・増田氏講話聴講 

 

平成２８年９月 交流の全体をセネガル大使館にプレゼ

ンの形で紹介  

在日 or 在セネガル（児童作） 

総合的な学習の時間 
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 ６ ビデオレター作成の詳細 

  (1) 共通ルール 

    ① 学校本来の活動に支障が出ないように、作成ビデオは１回５分以内 

    ② 互いのデータをデジタルで他に流用はしない 

    ③ 必須ビデオを年２回設定（クリスマスビデオ 終了 or 進級ビデオ） 

 

  (2) 特命係として発足 

    〇 学級内にセネガル委員会を組織する。 

係（案） 内容 

プロデュース 番組構成 

校内取材 必要事項を取材する。 

データ管理 デジタル機器で 

情報集約 アンケート集約 

翻訳 日本語から簡単な英語 or フランス語へ 日本語も可？ 

   ※ ビデオの内容によって、係分担は変更がある。 

 

  (3) 基礎的汎用的能力の育成 

係の組織編成 人間関係形成能力 

社会形成能力 

 つながる力 

番組構成 課題対応能力 

自己理解 

分かる力 

創る力 

スケジュール管理 

データ管理 

自己管理能力 分かる力 

やりぬく力 

発信 自己理解 つながる力 

依頼 人間関係形成能力 やりぬく力 

情報集約 

取材・翻訳 

課題対応能力 分かる力 

創る力 

 

７ その他 

  ① 活動の様子をメディアに広報する 

   ② 来季の夏休みの自由研究など、自ら進める研究にしていく。 

   ③ ３月の時点で担任が替わっても、児童が自分たちで進められるようなルーティンを確立し     

ておく。 

   ④ 担当の先生とメール交換を早期に済ませておく。（簡単な英語） 
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８ 平成２７年９月の実践（２時間実施） 

 ① 今回の実践の目標 

増田さんとの出会いを通し、セネガルに興味をもつとともに、これからつながりをもち、交流する 

ために自分たちのできることややりたいことを話合うことができる。（キャリア教育；創る力） 

 

② 第１時学習指導過程 

段

階 

学習活動 

主な発問と予想される反応 

指導上の留意点 
評価【評価方法】 

資料 

準備 指導者 外部人材 

 

導 

入 

 

５ 

分 

１ 本時の学習内容を知る。 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

○ 外部人材の紹

介をする。 

 

 

○ 簡単に自己

紹介をしても

らう。 

 

 

 

 

 ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

35

分 

３ 増田さんについて知る。 

〇 小学生の頃 

〇 市役所を辞めて、青年

海外協力隊を希望した時 

 

 

 

 

 

 

 

４ 感想を発表する。 

 

 

 

５ セネガルのお話を聞く。 

 

 

 

６ セネガルのことについて

質問する。 

 

 

 

 

○ 児童に増田さ

んの生き方や価

値観にふれさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

〇 生き方や価値

観にふれ、感じ

たことを発表さ

せる。 

 

 

 

 

〇  お話を聞い

て、不思議に思

ったことやもう

少し詳しく知り

たいことなど、

積極的に発表さ

せる。 

 

 

 

〇 小学生時代

のことや海外

に興味をもっ

た大学時代に

ついて話して

もらう。 

○ 仕事をやめ

る決断をした

ときの葛藤を

してもらう。 

 

 

 

 

〇  写 真 や 動

画、現物を使

って一般的な

情報を説明し

てもらう。 

 

 地図 

写真 

 

 

終

末 

 

5

分 

７ 交流内容を話合う。 〇 これからの見

通しと交流方法

を教え、知りた

いこと、伝えた

いことを、考え

させる。 

〇 机間巡視を

してもらい、

おもしろい発

想を見つけて

もらう。 

☆  自分たち

のできるこ

とややりた

いことを考

えることが

できる。 

 （創る力） 

 【観察】 

 【ワークシート】 

 

増田さんのことやセネ

ガルのことについて知

ろう。 



 - 4 - 

③ 第２時学習指導過程 

段

階 
学習活動 

主な発問と予想される反応 

指導上の留意点 
評価【評価方法】 

資料 

準備 指導者 外部人材 

導 

入 

 

５ 

分 

１ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

  地図 

 

 

 

 

 

 

展

開

前

段 

 

17

分 

２ 増田さんのお話を聞く。 

〇 セネガルの紹介 

〇 人・ことについて、感

じていること 

〇 セネガルに行って学ん

だこと 

 

 

３ 増田さんに質問する。 

 

 

 

 

 

４ 増田さんのお話を聞く。 

〇 今回の取り組みに関す

る思い 

  ・ 自分が橋渡しとなっ

て、海外のことを知っ

てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 不思議に思っ

たことやもう少

し詳しく知りた

いことなど、積

極的に発表させ

る。 

 

 

 

 

〇 増田さんが 

感じた日本と 

セネガルの共 

通点や相違点 

や、海外経験 

をして学んだ 

ことを話して 

もらう。 

 

 

 

 

 

 

☆ 今回の取り

組みがどれほ

ど価値がある

か、話しても

らう。 

  

 

 

 

 

展

開

後

段 

 

18 

分 

５ 交流内容を話合う。 〇 これからの見

通しと交流方法

を教え、知りた

いこと、伝えた

いことを、話合

わせる。 

 

 

 

〇 発表で出た子

どもたちの考え

をまとめる。 

 

〇 机間巡視を

しながら、子

どもたちの質

問に答えても

らったり、お

もしろい発想

を見つけても

ら っ た り す

る。 

☆  自分たち

のできるこ

とややりた

いことを話

合うことが

できる。 

 （創る力） 

 【観察】 

 【発言】 

 【ワークシート】 

 

 

 

終

末 

 

 

５

分 

６ 本時の学習を振り返る。 ○ 今日の学習の

感想を発表させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 児童の感想

を聞いて感じ

たことを話し

てもらう。 

  

 

 

増田さんのお話を聞き、

これからできることを

話合おう。 
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④ 児童の感想 
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⑤ 保護者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 授業者の気付きや学び 

 

 

 

 

 

子どもたちは増田さんとの出会いの中で、葛藤の中でセネガルに行くことを決め、現地での経験

からたくさんのことを学んでいる増田さんの姿にあこがれをもち、これから一緒にプロジェクトを

進めていくことへのやる気につなげることができた。今回の短い交流の中でも大きな収穫があっ

た、これからの交流も子どもたちの主体性を上手く引き出しながら、充実したものにしていきたい。 


